
水産物の安全と消費者行動 

 

〔概要〕 

 漁業経済学会大会（平成 15 年 5 月）シンポジウム報告に基づく論文だが、シンポジウム

報告でのフロアとの議論を受けて加筆修正した。食品の汚染や健康被害を短期リスクと長

期リスクに分け、トレーサビリティ・システムが短期リスク対策であることを明確化した。

安全を求める消費者が安いものばかり買おうとする行動について逆選択の理論で説明した。

食品安全対策費が生産者と消費者どちらに転嫁されるかについては部分均衡分析を用いて

説明した。 


